戦略的広報活動の推進

＜戦略３　広報課の自主媒体の強化＞

「府政だより」
１　現状・課題　
　○現状（府政だより概要）　　

　　　　規　　　格：タブロイド版、４色刷、４頁または８頁

　　　　　　　　　　　視覚障がい者用に点字版、拡大版、テープ版　　　　　　　

　　　　　　　　　　　大阪府ホームページにウェブ版を掲載

　　　　発行部数：約３２１万部（折込３１７万部）

　　　　発行回数：年８回、１１月からは第１日曜日発行（５月、８月、１０月、２月は休刊）

　　　　配布方法：新聞折込（毎日、朝日、読売、産経、日経）

　　　　　　　　　　　関係機関への配備（市区町村役場、情報プラザ、府保健所、公立図書館等）

　　　　　　　　　　　コンビ二への配備（ファミリーマート６７６店舗、デイリーヤマザキ１７７店舗、ローソン８２店舗）

　　　　　　　　　　　警察への配備（各警察署・運転免許試験場）、　その他、希望者への郵送

　　　　＜平成２１年度予算状況＞
	発行月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月
	３月
	合計

	頁数（議会）
	8(2)
	休
	4
	4(1)
	休
	休
	4
	4(2)
	4
	4(1)
	休
	4
	36(6)

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


　○課題

　　　平成２１年度のリニューアル（コンペ）実施にあたり、「府政だより」の課題のたな卸しを実施。

　　　　　　①「総花的・メリハリのない紙面構成」

　　　　　　②「不規則な発行（年８回）による閲読率の低下」

　　　　　　③「若年層・新聞未購読者層へ対応が不十分」

　　　　　　④「掲載ボリュームの少なさによる不十分な府政広報」　　　　　　等の課題を抽出
２　現在の取り組み

　○短期的に取り組めるものから、平成２１年度リニューアル（コンペ）を契機に現在実行

　　　・魅力ある紙面づくりのための編集方針とデザインの改善（インパクトのある紙面への変更）
　　　・折込日の工夫（第１日曜日）
　　　・新たな配布方法や情報提供の可能性検討など　
３　残された課題への対応～毎月発行のための平成22年度当初予算確保の検討～

　○不規則な発行（年8回）による閲読率の低下

　　　・これまでの予算削減と、議会だよりの関係で、発行月が不規則。結果として「いつ来るかわからない」広報紙になってしまっている。
　○掲載ボリュームの少なさによる不十分な府政広報

　　　・全庁からの掲載要望について約３割程度しか掲載できない。それゆえ、そもそも広報課にエントリーさえされずに、生かされていない情報がある。
　○その他現状の課題

　　　・毎月発行ではないため、本来「広報紙」で伝えるべき府政の情報が適切なタイミングで伝えることができない。

　　　　（例、５月・８月・１０月・２月開催イベントや事業等）
　　　・民間パブリシティでは取り扱ってくれる情報が限定される。
　　　　（例、御堂筋カッポや水都大阪といったイベントや、府営公園などのおでかけ情報は扱ってくれやすいが、
　　　　　制度周知など地味な内容は扱ってくれない）

　　　・他の都道府県の状況
　　　　年１２回発行していない、都道府県（２０）もあるが、それらの都道府県は自主媒体としてテレビやラジオといった予算を確保している。
　　　　大阪府では平成２０年度にテレビやラジオ、新聞への企画広告等を廃止し、自主媒体は「府政だより」のみ。
　
　○「府政だより」のめざすべき、本来の役割

　　　「大阪府からのプッシュ広報の実現」

　　　・全庁的な広報予算が削られる中、府政情報を提供する唯一の自主媒体としての役割を果たす

　　　・パブリシティではできない、「知事の考え」や「重要な府政情報」を伝える

　　　「定期性と公平性の確保」

　　　・毎月、予定された発行日に、府政の情報が入手できることの府民への説明責任を果たす

　　　・情報弱者に対しても、情報を届ける

　
　○戦略的広報活動の推進
　　　・「いくら良い商品を開発しても、ＰＲ・広告がうまくいかなければ、商品は売れない」。

　　　　それと同じで、全国初のすばらしい施策・取り組みを企画しても、府民の方に知ってもらわなければ意味がない。

　　　・府ホームページの各ウェブサイトとは当然、連動を行なう。

　　　　但し、ウェブサイトは府民が興味の内容を検索してたどり着くものであり、アプローチやリサーチの「きっかけ」となるもの（広報媒体）が必要。

　　　・戦略的広報活動を進める上で、自主媒体広報紙の定期発行（年１２回）は必要不可欠。　

４　平成２２年度の予算要求について

　
　○府政だより（通常号）

　　　前年どおり、年８回分（８頁１回、４頁７回）をシーリングの範囲内で要求　　【経常的経費】
	発行月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月
	３月
	合計

	頁数（議会）
	8(2)
	休
	4
	4(1)
	休
	4
	休
	4(2)
	4
	4(1)
	休
	4
	36(6)

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋
　○府政だより（特別号）

　　　年４回分（４頁４回）を新たに発行することとし、必要経費を要求　　【政策的経費】
	発行月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月
	３月
	合計

	頁数（議会）
	
	4
	
	
	4
	
	4
	
	
	
	4
	
	16(0)

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


　　・特別号では、通常の「府政だより」では提供できていない情報について、紙面を割いてしっかりと紹介。

　　　　一過性のものではなく、保存版として、家庭での保存・活用を図る。
　　　　紙面構成は、４頁のうち３頁は特集記事、１頁は情報ＢＯＸ（定期性の確保）。

　　　　例　①平成２２年度の新たな取り組み紹介（将来ビジョン大阪の主要事業の紹介）
　　　　　　 ②大阪ミュージアム構想おでかけマップ

　　　　　　 ③暮らしに役立つ府の施設紹介（情報プラザや困ったときの相談窓口。おでかけ施設等。）

　　　　　　 ④家庭でできる「エコアクション」
　　　　　　 ⑤防災のための日常の備え

　　　　　　 ⑤小中学生を対象とした、「子ども府政だより」　
　　　　　　 ⑥緊急情報（インフルエンザ・ＳＡＲＳ等）への対応　　　　　　　等　　
○８回発行分（８頁１回・４頁７回）　


【経常的経費】


　●要求額＜本体･障害版＞


　　　　　193,377千円


　　内訳　特定財源37,800千円


　　　　　 一般財源155,577千円（前年比▲4,996千円）


　●広告（特定財源）　　36枠　　37,800千円





○２１年度当初予算査定


　　※8回発行


　●査定額＜本体･障害版＞


　　　　　198,373千円（188,550＋9,823）


　　 内訳　特定財源　　37,800千円


　　　　　　 一般財源   160,573千円


　●広告（特定財源）　　36枠　　37,800千円





○４回発行分（４頁４回）　


【政策的経費】


　●要求額＜本体･障害版＞


　　　　　87,963千円


　　内訳　特定財源16,800千円


　　　　　 一般財源71,163千円（前年比＋71,163千円）


　●広告（特定財源）　　16枠　　16,800千円





一般財源ベースでは、前年比プラス　66,167千円　








